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何をどう学ぶのか

環境保全設計コースは、生活に密着した環境問題から地球
環境問題や国際的な環境対策にも積極的に参加できる国
際人、地球的規模での環境保全に取り組める技術者・行政
官・研究者などの人材を育成します。

環境政策コースは、環境と調和し共生する人間社会の持続
的な発展を可能にするため、社会経済システム、環境保全と
行政、環境思想、国際関係についての知見を備えた行政
官・企業人・研究者・言論人などの人材を育成します。

●環境に対する負担の少ない持続可能な社会の構想
●環境ビジネスや環境保全型ライフスタイルの考察
●環境リスクの適切な管理による安全・安心な社会の構築
●環境行政や環境問題を解決する法制度・経済・社会システムの
　あり方
●環境問題に関する社会運動やNPO・NGOの役割
●環境評価システムや社会調査の手法に関する専門知識
●まちづくりと観光による地域資源の有効活用

●気圏・水圏・地圏・生物圏の特性と物質循環の構造や自然環境の
　複雑な相互作用
●環境に配慮した都市開発や環境設計
●環境汚染物質の適生管理、廃棄物の低減および処理方法
●自然環境の保全と自然災害の防止
●資源保護と再生資源の利用法
●環境にやさしい物質の創製
●環境変化が生体に与える影響

低炭素・循環型・自然共生社会
景観保全　国際環境条約
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